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額
老
の
日
を
前
に
一
足
さ
き
の
額
老

会
、
ガ
¥
去
る

9
月
刊
旧
日
に
大
洗
文
化
セ

ン
タ
ー
十
ハ
ホ
i
ん
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

ヰ
岱

iυ
台

ι
。

今
年
お
招
き
し
だ
当
聞
の
刀
歳
以
上

の
あ
年
寄
り
は
¥
舟
渡
の
雨
沢
あ
き
(
九

八
)
さ
ん
を
筆
頭
に
一
、
七
五
三
名
(
自
力
・
:

六
五
七
¥
女
:
一

¥
O九
六
)
の
方
々
で

す
ガ
、
当
日
会
場
に
続
々
と
お
元
気
な

姿
を
み
せ
ら
れ
ま
し
だ
。

皆
さ
ん
を
お
迎
え
す
る
会
場
で
は
¥

入
己
ホ
!
ル
に
お
年
寄
り
の
手
に
な
る

給
臨
・
書
道
・
手
芸
毘
等
、
ガ
い
っ
ぱ
い

に
震
一
示
さ
れ
¥
華
や
い
だ
雰
屈
気
を
一

層
盛
り
だ
て
て
い
ま
し
た
。

定
刻
叩
時
、
満
席
と
な
っ
た
大
ホ

ん
で
は
式
ガ
始
ま
り
¥
竹
内
田
畏
の
長

寿
の
あ
祝
い
の
撲
拶
の
あ
と
今
年
米
寿

を
達
成
さ
れ
だ
¥
内
埜
与
四
郎
さ
ん
外

竹
名
の
方
に
県
知
事
か
ら
の
記
金
口
出
を

町
長
か
ら
伍
達
し
¥
続
い
て
来
賓
代
表

の
管
原
司
議
長
¥
名
挙
呂
田
民
の
小
幡
県

議
、
加
藤
前
田
長
¥
内
山
高
年
寄
ク
一
フ

ブ
連
合
会
長
の
祝
辞
ガ
あ
り
式
典
、
を
終

了
¥
お
待
ち
か
ね
の
演
芸
の
部
に
入
り

ま
し
だ
。
第
一
部
の
顎
老
芸
能
発
表
で

は
¥
唄
や
踊
に
巴
頃
の
練
羽
白
の
成
果
を

披
露
し
¥
第
二
部
で
は
榔
貴
家
正
楽

社
中
の
皆
さ
ん
に
よ
る
寿
獅
子
舞
や
曲

芸
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
シ
ヨ
で
山
ゆ
く

ま
で
楽
し
み
¥
賛
由
出
潰
を
し
だ
司
立

第
一
・
一
一
保
育
所
児
童
に
よ
る
合
唱
で

は
¥
可
愛
ら
し
い
歌
声
に
大
き
な
拍
手

ガ
湧
き
起
り
ま
し
た
。

ご
来
場
の
皆
さ
ん
は
終
始
な
ご
や
か

に
¥
盛
り
沢
山
の
催
し
C
充
分
満
足
さ

れ
だ
様
子
で
し
た
。

今
年
も
敬
老
の
臼
に
先
だ
ち
、
去
る

9
月
U
B
、
竹
内
町
長
は
町
内
の
長
寿

者
南
清
水
一
区
小
野
瀬
よ
て
(
九
五
)
さ
ん

外

9
名
の
お
宅
を
訪
問
し
、
記
念
品
を

婚
り
慰
問
さ
れ
ま
し
た
。

訪
問
の
先
々
で
は
、
お
年
寄
の
達
者

ぶ
り
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
と
く
に
髭
釜

町
立
区
の
加
島
と
く
(
八
九
)
さ
ん
は
、
今

で
も
大
洗
神
社
わ
き
の
売
腐
を
一
人
で

や
っ
て
い
る
元
気
な
お
ば
あ
さ
ん
で
、

健
康
の
秘
訣
は
、
客
商
売
の
た
め
予
を

美
し
く
保
つ
こ
と
で
、
暇
き
、
え
あ
れ
ば

手
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
た
り
洗
っ
た
り
し

て
い
る
こ
と
が
健
康
で
い
ら
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
何
時
ま

で
も
お
元
気
で
お
す
ご
し
く
だ
さ
い
。

腕
棚
和
六
十
年
慶
大
挽
長
寿
番
付

昭和 60年 9 月15日現在

勧

進

元

大

洗

町

大
洗
町
在
住
町
八
八
歳
(
米
寿
)
以

上
の
方
を
相
撲
の
番
付
表
に
な
ら
っ
て

「
長
寿
者
番
付
表
い
を
つ
く
っ
て
み
ま

し
た
。
(
敬
称
略
)

閣

|審

横
調
室
田
両
ポ
ハ
あ
き
九
八
オ
一
横
関
東
者
「
酒
井
p

即
時
九
五
オ

ゑ
議
室
蕗

T
T主
義
空
会
見
浪
く
ま
九
四
才

犬
一
明
主
轟
頑
卓
志
九
世
玄
関
税
釜
鈴
木
主
主
才

芸
喬
震
管
肘
掛
か
つ
九
J
-
J

才
一
霊
式
頭
、
主
青
-w
マ
ツ
九
三
寸

司

量

五

《

て

め

を

4
南
町
一
言
説
本
か
ね
を
オ

関
帯
主
義
務
む
て
を
す
一
関
耕
三
和
佐
藤
な
つ
今
一
オ

両
事
犬
ヂ
ふ
〈
士
才
一
明
主
護
処
み
つ
九
品
オ

ふ
緯
害
援
本
?
で
J
L
之
内
需
靖
ホ
ウ
メ
九
一
才

司
君
町
小
活
か
つ
九
三
問
符
川
小
笠
も
て
九
一
才

司

雲

域

暗

ま

つ

九

J
L
月
を
ふ
呆
支
部
九
一
才

司
周
知
町
小
料
品
吋
て
く
九
♂
才
一
同
ぎ
ご
木
川
て
る
九
J

オ

碍

季

器

具

中

〈

九

-
L
河
ご
野
由
恭
噛
九
日
本

前
頭
若
杉
由
い
ね
ル
0
4
前
頭
茎
炉
瀬
き
F
O
九
O

オ

司

室

主

腕

き

ん

を

L
司
新
町
一
林
ふ
み
を
才

司

金

沢

坂

本

芝

7
音
寺
小
野
積
ノ
キ
3

一
吉
小
器
く
に
九
0
4
司
喪
主
鳴
沢
押
さ
九
O

才

、
主
鴨
川
さ
く
八
必
ず
一
同
署
累
苗
五
八
九
オ

碧
町
品
川
よ
ず
か
っ
八
九
オ
一
向
車
一
開
制
恨
み
さ
八
九
オ

ま
諜
構
滞
兵
衛
八
九
之
内
吋
朗
対
立
苑
式
五
部
八
九
才

覚
愛
用
品
晃
一
八
九
L
司
永
町
市
間
山
あ
さ
八
九
才

寄
藤
部
与
を
八
九
L
司
久
本
川
嘉
晴
さ
ん
八
九
才

Z
F輔
衆
ま
つ
八
九
オ
一
司
二
五
河
ょ
っ
ま
九
九
才

筆

加

島

γ
」
く
九
九
L
向

S
Z出
百
円
借
つ
主

要
望
し
ん
八
九
i
河
北
清
水
小
野
瀬
て
し
会

字
国
小
認
は
つ
八
九
L
司
角
一
安
調
郡
八
九
オ

凶
器
務
付
m
み
つ

2
7一
司
別
枠
町
道
前
川
は
忍
九
八
オ

警
加
藤
い
レ
八
八
L
司
雲
嶺
錯
て
〈
八
八
オ

三
小
料
品
吋
ヤ
す
八
八
才
一
司
ふ
布
失
符
が
さ
へ
八
オ

碧
町
内
笠
興
由
邦
人
八
才
一
荷
重
品
長
調
か
ん
へ
八
才

警

犬

崎
7
サ
ノ
八
八
才
一
周
金
沢
雰
〈
居
き
く
ハ
八
オ

MM
町
関
あ
さ
へ
A
L
司
寿
町
茨
場
き
く
八
ヘ
オ

金
沢
濡
魯
沖
地
づ
八
八
才
一
向
永
町
議
領
き
た
ま

時
草
野
村
き
く
八
八
才
一
周
蒋
町
関
紙
西
沢
滞
八
八
げ
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バ
ン
ド
の
演
奏
等
が
行
な
わ
れ
、
模
様

底
や
い
ろ
い
ろ
な
屋
台
が
立
ち
並
ぶ
「
タ

ぐ
れ
市
」
で
は
、
生
鮮
口
問
の
特
売
を
は

じ
め
冷
し
中
華
・
冷
や
っ
こ
の
早
喰
い

競
争
、
ザ
リ
ガ
ニ
釣
、
金
魚
す
く
い
、

一
輪
車
の
り
、
将
棋
・
囲
碁
等
の
各
種

大
会
、
子
供
野
外
映
画
会
、
納
涼
ミ
こ
一

ミ
ニ
盆
鴎
り
等
々
が
催
さ
れ
、
ま
た
、

電
報
電
話
局
で
は
N
T
T
展
示
車
を
繰

り
だ
し
テ
レ
ホ
ン
カ
l
ド
を
販
売
、
大

洗
郵
便
局
で
も
臨
時
出
張
所
を
設
け
、

記
念
切
手
や
記
念
ス
タ
ン
プ
カ

i
ド
な

ど
の
販
売
を
行
な
い
ま
し
た
。

初
の
歩
行
者
天
国
と
盛
り
沢
山
な
催

し
で
、
い
や
が
う
え
に
も
盛
り
上
っ
た

ま
つ
り
気
分
に
し
た
り
、
海
水
浴
帰
り

の
観
光
客
を
ま
じ
え
た
人
々
で
、
こ
の

日
は
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

P
T
A
の
皆
さ
ん
に
よ
る

学

校

清

掃

奉

仕

八
月
か
ら
九
月
に
か
け
、
残
暑
の
さ
な

か
、
各
小
中
学
校
の
P
T
A
環
境
整
備

委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
子
供
達
の
こ

学
期
に
そ
な
、
ぇ
、
校
庭
・
校
舎
周
辺
の

徐
箪
・
校
お
ろ
し
な
ど
清
掃
奉
仕
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

父
兄
の
方
々
に
は
、
除
草
清
掃
な
ど

の
ほ
か
、
運
搬
用
車
輔
の
提
供
や
、
土

木
機
械
を
搬
入
し
整
備
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
、
ま
た
、
大
事
な
勤
め

を
休
ま
れ
こ
の
作
業
に
参
加
さ
れ
た
こ

と
な
ど
多
く
の
P
T
A
の
皆
き
ん
の
暖
一

か
い
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
0

0
小
中
学
校
清
掃
奉
仕
実
施
日

夏
海
小
学
校
・
幼
稚
溺
八
月
十
八
日

祝
町
小
学
校
・
幼
稚
園
八
月
二
五
日

大

賞

小

学

校

八

月

二

八

日

南
中
学
校

磯
浜
小
学
校
・
幼
稚
関

第
一
・
中
学
校

九
月
九
日

九
月
十
日

九
月
十
七
日

交
通
安
全
一
時
の
鈴

海

岸

清

掃

を

行

な

去
る
8
月
山
品
目
白
、
大
洗
町
交
通
安

全
協
会
大
洗
支
部
(
小
橋
五
期
支
部
長

ω名
)
・
交
通
安
全
母
の
会
(
石
井
き

み
会
長
田
名
)
の
皆
さ
ん
が
大
洗
海
水

浴
場
の
海
岸
清
掃
奉
仕
を
行
な
い
ま
し

た
ま
だ
海
水
浴
客
の
残
る
海
岸
に
9
時

に
集
合
し
早
速
作
業
に
移
り
ま
し
た
。

大
洗
ピ
ー
チ
パ
レ
ス
下
海
岸
か
ら
大
洗

水
族
館
下
ま
で
の
区
間
を
協
会
員
の
皆

さ
ん
は
手
に
手
に
大
き
な
ゴ
ミ
の
袋
を

持
ち
、
夏
の
海
水
浴
期
間
中
に
心
な
い

つ

海
水
浴
客
の
残
し
た
ゴ
ミ
や
空
き
缶
を

回
収
し
ま
し
た
。

ピ
ニ

i
ル
袋
は
ま
た
た
く
ま
に
い
っ

ぱ
い
に
な
り
、
い
つ
も
な
が
ら
の
ゴ
ミ

の
山
に
海
水
浴
客
の
マ
ナ

i
の
惑
さ
が

自
立
ち
ま
し
た
。

今
年
は
可
愛
の
暑
さ
に
加
え
残
向
者
の
厳

し
い
中
大
変
な
作
業
で
し
た
が
、
体
い

っ
ぱ
い
に
こ
こ
ろ
よ
い
奉
仕
作
業
の
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

第 71田

全国蕗工会珠算検

定の実B撃について

ペ」

全
国
商
工
会
連
合
会
が
主
催
し
、
全

国
二
、
八

O
O有
余
の
市
町
村
商
工
会

地
区
で
統
一
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
の
検

定
は
、
合
格
者
に
対
し
て
各
級
と
も
、

通
商
産
業
大
臣
と
全
国
商
工
会
連
合
会

長
の
連
名
の
合
格
証
書
が
授
与
さ
れ
る

矢殿YL Z 
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害防

も
の
で
、
公
的
に
も
権
威
あ
る
検
定
制

度
で
す
。
年
に
3
囲
施
行
し
、
既
に
叩
間
の
実

積
を
誇
る
本
検
定
は
総
受
験
者
数
千
五

百
八
万
人
を
数
え
、
う
ち
五
百
十
万
人

の
人
々
が
合
格
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
発
達
し
た
電
子
計
算
機
の
普

及
の
中
に
あ
っ
て
も
、
珠
算
は
情
操
教

育
の
一
環
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
効
果

を
挙
げ
、
珠
算
教
脊
の
重
要
性
が
再
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が

受
験
さ
れ
ま
す
様
、
お
待
ち
し
て
い
ま

す。O
試
験
日
昭
和
印
年
日
月
げ
臼
問

。
試
験
場
大
洗
町
立
第
一
中
学
校

O
試
験
時
間
午
前
9
時
よ
り
開
始

。
試
験
の
種
目

1
・
2
・
3
各
級
:
・
乗
第
、
除
算
、

見
取
算
、
伝
票
算
。

4
・
5
・
6
・
7
・
8
各
級
・
:
乗
算
、

除
算
、
見
取
算
。

O
受
験
料
1
級
捌
円
、

2
級
附
一
円
、

3
級
蜘
円
、

4
・
5
・
6
級
制
円
、

7
・
8
級
制
問
。

O
申
込
〆
切
目
昭
和

ω年
初
月
訪
日

闘
ま
で
。

大
洗
町
商
工
会

宮

山

側

1
7
1
1
番

町
内
外
ど
な
た
で
も
受

験
で
き
ま
す
。

O
申
込
場
所

O
受
験
資
格

ザ
ッ
カ
i
訳
i
M仰の

ブ
レ
ぜ
ン
ト

町
善
意
銀
行

大
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会
(
会
長

竹
内
宏
)
で
は
、
今
回
、
善
意
銀
行

に
寄
せ
ら
れ
た
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
寄
贈
金

な
ど
多
く
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
寄

附
金
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
ち
な
み

町
内
小
中
学
校
に
サ
ッ
カ
ー
ボ
l
ル(一一

十
三
個
)
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

二
学
期
の
始
っ
た
九
月
三
日
、
町
教

育
委
員
会
で
各
小
中
学
校
に
、
カ
ラ
フ

ル
な
サ
ッ
カ
ー
ボ
!
ル
を
配
達
し
ま
し

た
。
子
供
達
は
、
贈
ら
れ
た
サ
ッ
カ
ー

ボ
!
ル
を
力
い
っ
ぱ
い
ケ
リ
元
気
に

校
庭
を
走
り
ま
わ
り
楽
し
ん
で
い
ま

す。

間
幽
保
だ
よ
H
V

本来

の

大
洗
の
夏
の
ま
つ
り
、
恒
例
「
八
朔

祭
」
が
去
る
8
月

m
aに
行
な
わ
れ
ま

し
た
。年
に
一
度
の
町
の
ま
つ
り
を
一
一
層
盛

り
上
げ
よ
う
と
、
今
年
は
町
商
工
会
青

年
部
が
中
心
と
な
り
欽
食
庖
会
青
年

部
・
若
鮮
会
・
菓
子
組
合
等
と
図
り
、

町
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
永
軒
本
通
り

の
常
楊
銀
行
前
か
ら
日
進
旅
館
前
ま
で

の
制
m
の
区
間
を
、
初
の
歩
行
者
天
国

と
し
て
町
民
に
解
放
し
ま
し
た
。

午
後
3
時
、
花
火
を
合
図
に
常
銀
前

で
は
関
係
者
に
よ
る
テ
i
プ
カ
ッ
ト
が

行
な
わ
れ
、
大
洗
高
校
の
マ

i
チ
ン
グ

バ
ン
ド
や
荒
磯
会
の
神
輿
な
ど
の
パ
レ

ー
ド
に
よ
り
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

要
所
に
設
け
ら
れ
た
仮
設
舞
台
で

は
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
・
荒
磯
太
鼓
・
生

第
口
一
聞
大
菰
野

町
民
の
皆
さ
ん
の
日
頃
の
芸
術
文

一
活
動
の
成
果
を
展
示
発
表
し
、
ま

、
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ

に
よ
っ
て
、
文
化
の
向
上
発
展
と

一
か
な
町
民
性
の
高
揚
を
は
か
る
こ

を
目
的
に
、
毎
年
行
な
わ
れ
て
き

し
た
、
大
洗
町
芸
術
文
化
祭
は
第

朗
自
を
迎
え
、
今
年
も
来
た
る
叩

四
日
1
日
月
刊
日
を
会
期
に
開
催

れ
ま
す
。

参
加
部
門
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

今
年
の
夏
は
猛
問
者
で
し
た
。
夏
場

の
疲
れ
が
秋
口
に
出
て
来
ま
す
。
疲

れ
過
ぎ
は
体
に
色
々
な
異
常
を
起
こ

し
ゃ
す
く
な
り
ま
す
。
疲
れ
感
は
人

の
体
を
守
る
た
め
の
大
切
な
感
じ
で

す
。
疲
れ
を
感
じ
て
体
を
休
ま
せ
れ

ば
こ
そ
健
康
を
保
て
る
の
で
す
。
秋

を
健
康
で
過
す
た
め
に
は
次
の
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
、
っ
。

①
十
分
な
休
息
と
睡
眠
を
と
る

O
睡
眠
時
間
を
十
分
に

O
仕
事
の
合
間
に
休
息
を

②
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
と
る

O
一
一
一
食
き
ち
ん
と
一
食
べ
ま
し
工
、
っ

O
塩
分
糖
分
は
ひ
か
え
め
に

O
お
溜
は
ほ
ど
ほ
ど
に

O
動
脈
硬
化
の
予
防
や
治
療
に

植
物
油
を
多
め
に
と
り
ま
し

レ
if「ノ

O
野
菜
、
海
藻
類
を
多
く
と
り

ま
し
ょ
う

O
食
卓
を
家
族
ふ
れ
あ
い
の
場

に
家
庭
の
味
、
手
づ
く
り
の

こ
こ
ろ
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

O
よ
く
か
ん
で
、
ゆ
っ
く
り
た

べ
ま
し
ょ
う

③
不
摂
生
や
疲
れ
過
ぎ
を
避
け
る

O
睡
眠
時
間
は
少
な
く
と
も
七
-

j
八
時
間
と
る
よ
、
7
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
十
二
時
前
に

眠
り
に
入
る
の
と
十
ニ
時
過

ぎ
と
で
は
、
一
日
の
疲
れ
を

い
や
す
の
に
大
変
な
違
い
が

あ
り
、
十
二
時
過
ぎ
で
は
一
一

倍
の
睡
眠
時
間
が
必
要
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

疲れだら十分芯睡眠をとりまし
ょう。

康

つ

り

自分の体に適した運動をしまし
ょう。

休
日
の
上
手
な
す
ご
し
方

ス
ト
レ
ス
解
消
に
は
、
休
日
を
ど
う

過
す
か
も
大
切
で
す
。

O
遊
ぴ
や
運
動
の
計
画
は
、
午
前

中
に
開
始
す
る
(
午
後
に
な
る

と
つ
い
お
っ
く
う
に
な
り
、
い

つ
の
間
に
か
一
日
が
終
っ
て
し

ま
う
)

O
単
な
る
暇
つ
ぶ
し
で
は
な
く
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
テ
ニ
ス
、
な

ど
ス
ポ
ー
ツ
等
に
よ
る
体
力
づ

く
り
で
、
気
分
転
換
を
は
か
り

ま
し
ょ
、

1

年
代
に
適
し
た
運
動
メ
ニ
ュ
ー

却

i
m
歳
・
:
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
ジ

ョ
ギ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

テ
ニ
ス
、
卓
球
な
ど
。

ω代
1
・
・
ま
ず
歩
く
こ
と
が
大

切
。
そ
れ
に
ゲ

l
ト
ボ

i
ル
や

体
操
な
ど
軽
い
運
動
が
適
し
て

い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
年
齢
に
適
し

た
ス
ポ
ー
ツ
で
、
病
気
に
負
け
な
い
体

力
づ
く
り
に
励
み
ま
し
ょ
う
。
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回
戦
で
、
強
豪
古
河
二
中
と
対
戦
し
敗

退
の
止
む
な
き
に
去
り
ま
し
た
。

大
洗
一
中
は
各
運
動
部
と
も
巨
頃
厳

し
い
練
習
を
積
み
重
ね
、
そ
の
活
躍
ぶ

り
は
め
ざ
ま
し
く
、
郡
総
合
体
育
大
会

で
も
総
合
第
2
伎
の
立
派
な
成
績
を
収

め
て
い
ま
す
。

小
沼
秀
行
君
(
野
球
)

布
施
八
重
子
さ
ん
(
バ
ス
ケ
ッ
ト
)

中
学
生
ジ
ュ
ニ
ア

競
技
力
向
上
合
宿
に
参
加

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
チ
ス
ト

県
教
育
研
究
会
長
賞
を
受
賞

中

山

順

子

中

七
月
三
十
一
日
「
第
四
回
E
X
P
O

部
杯
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
中
央

大
会
」
が
水
戸
市
の
「
と
き
わ
荘
」
で

開
か
れ
、
府
立
第
一
中
学
校
か
ら
出
場

し
た
一
一
年
生
の
中
山
順
子
さ
ん
が
、
県

一
?
の
選
ぴ
ぬ
か
れ
た
代
表
の
中
か
ら
見

事
「
茨
城
県
教
育
研
究
会
長
賞
」
に
輝

き
ま
し
た
。

中
山
さ
ん
は
「
ζ
可

巴

円

2
3
私
の

夢
」
と
題
し
て
日
頃
の
英
語
学
習
の
成

果
を
発
表
し
、
過
日
行
わ
れ
た
東
茨
城
。

郡
大
会
及
び
水
戸
地
区
大
会
の
各
予
選

を
経
て
代
表
と
な
り
今
回
の
中
央
大
会

に
出
場
さ
れ
、
入
賞
を
果
し
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

中
山
さ
ん
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
と
先

生
の
指
導
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ア
競
技
力
向
上
合
宿
で
す
。

こ
の
選
考
に
、
大
洗
一
中
か
ら
野
球

部
3
年
小
沼
秀
行
君
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

2
年
布
施
八
重
子
さ
ん
が
選
ば
れ
、
小

沼
君
は
8
月
幻
日
か
ら
神
栖
町
む
つ
み

荘
で
、
布
絡
さ
ん
は
7
月

m
aか
ら
県

立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ
合

宿
し
、
心
と
技
に
磨
き
を
か
け
ま
し
た
。

こ
の
短
期
間
で
一
段
と
大
き
く
成
長
し

た
両
君
の
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

さ
ん

こ
の
た
び
二
、

0
0
0
万
円
を
投
じ

竣
工
し
た
南
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い

て
去
る
九
月
十
四
日
午
後
、
グ
ラ
ン
ド

完
成
を
記
念
し
て
、
雨
中
学
校
対
第
一

中
学
校
の
野
球
を
行
い
ま
し
た
。

試
合
は
、
回
日
常
士
口
教
育
長
の
始
球

で
は
じ
ま
り
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
一
中

が
ロ
対
0
で
勝
ち
ま
し
た
。

選
手
諸
君
の
一
生
懸
命
の
プ
レ

l
に

心
か
ら
拍
手
を
お
く
り
、
両
校
の
今
後

益
々
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

(コミュニティー活動〉

舟捜青年会

地域話重患に騒動む

舟
渡
地
区
の
住
民
の
皆
さ
ん
は
本
年
ま
た
去
る
7
月
口
日
に
は
、
地
域
の

1
月
、
地
域
に
住
む
住
民
の
親
睦
と
友
子
供
達
を
対
象
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
余
お
ど

好
を
深
め
る
た
め
、
舟
渡
青
年
会
(
雨
り
大
会
を
、
捌
名
の
参
加
の
も
と
に
盛

ヶ
谷
義
元
会
長
会
員
組
名
)
を
結
成
し
大
に
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
会
場
の

ま

し

た

。

す

み

に

会

員

に

よ

る

夜

庖

が

出

て

、

子

会
員
の
皆
さ
ん
は
ま
ず
地
域
の
た
め
(
供
達
に
焼
き
そ
ば
、
氷
水
等
の
無
料
泰

に
伺
か
役
に
立
つ
こ
と
を
初
め
よ
う
と
、
伎
が
あ
り
、
あ
ち
こ
ち
で
、
焼
き
そ
ば

地
域
内
の
空
き
缶
回
収
、
除
草
、
ゴ
ミ
な
ど
を
お
い
し
そ
う
に
ほ
う
ば
る
子
供

箱
設
置
等
の
奉
仕
活
動
を
会
員
会
員
の
た
ち
の
姿
が
、
み
ら
れ
ま
し
た
。

協
力
の
も
と
に
数
囲
実
施
し
て
き
ま
し
後
日
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
収
益
金
の
一

た。
r

次
の
機
会
に
は
、
県
道
長
岡
大
洗
部
二
万
円
を
、
重
症
障
害
児
福
祉
の
た

線
道
路
ぞ
い
で
、
心
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
め
に
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
、
寄
附

に
よ
る
空
き
缶
の
投
げ
捨
て
を
防
止
す
き
れ
ま
し
た
。

る
た
め
、
立
看
板
を
設
置
す
る
こ
と
を
今
後
の
会
員
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

計

顕

し

て

い

ま

す

。

を

、

期

待

し

て

い

ま

す

。

f憂

平
野
・
平
野
組
(
水
一
戸
ロ

イ
ヤ
ル
)

篠
原
・
久
米
組
(
サ
ン
フ

ィ
ー
ト
)

田
村
・
関
根
組
(
大
洗
体

協
)
大
谷
・
蛭
田
組
(
原
研
・

東
海
)

勝

準
優
勝

3 

f立

3 

イ立

か
、
低
い
年
金
額
し
か
受
け
ら
れ
な
い

と
い
う
あ
な
た
に
と
っ
て
大
変
不
利
に

な
り
ま
す
。

今
月
は
国
民
年
金
保
険
料
の
第
三
期

分
の
納
期
で
す
。
納
期
内
に
納
め
る
よ

、7
に
し
ま
し
ょ
、
つ
。

な
お
、
わ
か
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
役
場
年
金
係
(
電
話
六
七
五
一

一
一
内
線
五
一
一
一
)
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

今
月
は
国
民
年
金
保
険
料

第

3
期
分
の
納
期
で
す

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
み
な

さ
ん
、
十
月
は
国
民
年
金
保
険
料
の

第
三
期
分
(
昭
和
六
十
年
十
月
1
十

ニ
月
分
)
の
納
期
に
な
っ
て
お
り
ま

す。
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

き
ま
す
と
、
万
一
、
不
慮
の
事
故
や

病
気
な
ど
に
よ
り
障
害
者
や
母
子
家

庭
に
な
っ
た
時
、
障
害
年
金
や
母
子

年
金
な
ど
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

と
い
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時

に
な
っ
て
あ
わ
て
て
納
め
て
も
間
に

あ
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
未
納
保
険
料
は
二
年
を
す

ぎ
る
と
時
効
に
よ
り
納
め
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
な
い
た

め
に
も
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な

い
か
ど
う
か
も
う
一
度
お
手
元
に
あ

る
納
付
蓄
を
お
調
べ
く
だ
き
い
。

も
し
、
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
す
と
、

将
来
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

連
日
の
筏
暑
が
続
く
な
か
、
夏
休
み

を
利
用
し
て
行
な
わ
れ
た
第
5
間
茨
城

県
中
学
選
抜
大
会
に
、
当
町
か
ら
大
洗

一
中
が
野
球
と
サ
ッ
カ
ー
の
部
に
出
場

し
健
闘
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
茨
城
県
中
学
校
体
育

連
盟
と
茨
城
新
聞
社
が
主
催
し
、
県
内

を
5
地
区
に
分
け
、
各
地
区
大
会
で
上

位
入
賞
を
果
た
し
た
チ
i
ム
に
よ
っ
て

競
わ
れ
る
も
の
で
す
。

昨
年
に
続
い
て
2
回
目
の
出
場
を
誇

る
大
洗
一
中
野
球
部
は
、
去
る
8
月
日

日
か
ら
水
戸
市
民
球
場
で
行
な
わ
れ
た

第
一
回
戦
で
、
河
内
中
と
対
戦
し
ま
し
県
内
中
学
校
の
競
技
レ
ベ
ル
の
向
上

た
が
、
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。
を
図
る
た
め
、
県
内
全
中
学
校
の
中
か

ま
た
、
今
年
初
出
場
の
同
校
サ
ッ
カ
ら
男
子
6
名
、
女
子
6
名
の
最
優
秀
選

i部
も
、
去
る
8
月
1
臼
か
ら
堀
原
運
手
を
選
考
し
、

3
泊
4
R
の
日
程
で
強

動
公
関
サ
ッ
カ
ー
場
で
行
な
わ
れ
た
一
化
合
宿
を
行
う
の
が
、
中
学
生
ジ
ュ
ニ

一「

I
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i
l
-
-
M
i
l
l
i
l
i
-
-
i
l
l
-
-
l
i
l
i
-
-
J

一

戸

引

引

引

u
u
u
h

で
発
見
す
る
と
、
手
術
等
に
よ
り
完
単
な
こ
と
で
す
の
で
是
非
早
期
に
受

一

鍵

農

相

談

室

一

⑩

一

一

に

け

品

川

は

ほ

日

《

全

に

癒

す

一

挙

が

出

来

ま

す

。

一

歳

以

け

て

下

さ

い

。

一

一

小

児

ガ

ン

記

上

に

な

る

と

癒

り

が

悉

く

、

殆

ん

ど

(

大

洗

医

師

会

・

謹

む

一

一

)

t

，

.

死

亡

す

る

結

果

に

な

り

ま

す

。

一

一

つ

い

て

小

児

ガ

ン

の

半

数

は

E
f
-
-
k
j
i
一

一
最
近
乳
児
の
尿
に
よ
る
ガ
/
検
診
が
、
続
い
て
多
い
の
は
脳
臆
疹
で
す
。
舗
内

f

v
パ
Vυ
久
/
}
バ
一

一

が

行

わ

れ

て

い

ま

す

が

、

こ

れ

ま

以

下

神

経

章

、

眼

球

が

猫

の

自

の

一

?

で

，

ブ

一

児
ガ
/
の
一
種
で
あ
る
神
経
芽
臆
に
様
に
光
り
、
立
失
明
す
る
網
膜
芽
細

I
1
f
。

・

ケ

一

一
一
対
す
る
早
期
発
見
の
た
め
で
す
。
尿
胞
膜
、
腎
芽
腹
、
肝
芽
腹
と
な
り
ま

a

b

r

出

yh

一

一
一
で
発
見
出
来
る
唯
一
の
小
児
ガ
/
で
す
。
乳
児
期
に
発
生
す
る
も
の
と
し
¥
ノ

¥
λ
d尚
/

、

与

一

一
す
。
こ
れ
は
交
感
神
経
の
分
布
す
る
で
は
、
胎
児
期
の
胎
芽
・
染
色
体
異

γ与
一

-

Fい
い
/
/
¥
一

一

場

所

な

ら

ど

こ

に

で

も

発

生

し

ま

す

常

に

よ

る

重

だ

け

で

す

。

/

一

一

「

¥

」

)

一

一
が
、
主
に
両
側
腹
の
辺
り
に
あ
る
副
町
で
は
3
ヶ
月
児
1
6
ヶ
月
児
の

d
席
l
l
〉
/
¥
L
一

一
腎
に
出
来
る
事
が
多
く
、
一
歳
以
下
検
診
時
に
検
査
を
行
な
い
ま
す
。
簡

国
民
年
金
保
護
セ
ン
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
⑫

大

和

@
あ
し
近
鉄
大
阪
線
・
国
鉄
桜
井
線
桜
井

駅
か
ら
パ
ス
で
約
十
五
分
、
山
田
寺

前
で
下
車
、
徒
歩
約
五
分
。
近
鉄
南

大
阪
線
橿
原
神
宮
前
駅
か
ら
タ
ク
シ

ー
で
約
十
五
分
。

@
ひ
と
口
ガ
イ
ド

こ
こ
は
万
葉
の
ふ
る
さ
と
飛
鳥
、

古
代
大
和
朝
廷
の
発
祥
地
で
あ
る
。

明
る
い
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
大

和
路
の
ラ
ウ
ン
ジ
か
ら
は
数
傍
・
天

香
具
・
耳
成
の
大
和
三
山
と
大
和
棟

の
里
が
望
ま
れ
、
数
々
の
伝
説
と
ロ

マ
ン
を
秘
め
た
遺
跡
が
待
っ
て
い
る
。

万
葉
の
皇
へ
は
セ
ン
タ
ー
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
自
転
車
を
走
ら
せ
る
の
も
よ

い
で
し
ょ
、
7
。

⑧
宿
泊
利
用
料
こ
泊
二
食
付
)

被
保
険
者
等
:
:
:
四
、
一
一
一

0
0円

一
般
:
:
:
五
、

O
O
O
R

路

(
奈
良
巣
桜
井
市
)

小
学
生
:
・
・
:
閥
、
一

O
O円

@
予
約
申
込
み
・
間
合
せ

「
大
和
路
」
へ
夜
接

一γ
六
三
三

奈
良
県
桜
井
市
大
字
山
田
二
九
九
一

T
E
L
(
O
七
四
四
四
)

一一一
ι
$
1
0
1
1
1

八
六

O
六

宝山由T2岸
谷合合山田

F巳山田存主と

函主誇a島
資料館

第

2
田

!
大
瀧
オ
ー
ブ
ン
チ
ェ
ス
大
議
開
鰻
寄
る

去
る
9
月
1
日
師
、
大
洗
町
体
育
協

会
テ
ニ
ス
部
が
主
催
す
る
、
第
2
回
大

洗
オ
ー
ブ
ン
テ
ニ
ス
大
会
が
大
貫
前
原

の
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
日
は
、
暑
さ
と
強
い
風
で
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
は
良
好
と
は
い
え
ま
せ
ん

が
、
地
元
大
洗
を
は
じ
め
近
隣
市
町

村
か
ら
腕
に
自
信
の
あ
る
皆
さ
ん
回
名

(
日
チ
!
ム
)
が
参
加
し
、
混
合
ダ
ブ

ル
ス
で
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

な
か
に
は
国
体
級
の
チ
!
ム
も
あ
り
、

4
面
の
コ

i
ト
を
フ
ル
に
使
つ
て
の
試

合
は
、
な
ご
や
か
な
中
に
も
真
剣
な
緊

迫
し
た
場
面
が
随
所
に
み
ら
れ
、
内
容

の
あ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。



らあおお

茨
城
の
港
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集
記
つ
い
て

第166号 (4)

本
県
に
は
、
い
ま
利
用
さ
れ
て
い
る

港
と
し
て
、
日
立
港
・
大
洗
港
・
鹿
島

港
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
建
設
さ
れ
る
常

陸
那
時
港
を
加
え
、
海
の
玄
関
口
と
し

て
、
貿
易
や
経
済
の
拠
点
と
し
て
、
大

き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
茨
城
の
港
を
沼
市
民
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
も
り
あ
げ
、
み
な
さ
ん
の
港

と
し
て
親
し
み
ゃ
す
い
港
に
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
次
の
要
項
に
よ
り
、
港
の

シ
ン
ボ
ル
マ

i
ク
を
募
集
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

i
、
テ
ー
マ

世
界
に
は
ば
た
く
茨
城
の
港
に
ふ
さ

わ
し
い
シ
ン
ボ
ル
マ

i
ク

2
、
対
象
港

シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
を
募
集
す
る
港
は

日
立
港
・
大
洗
港
・
鹿
島
港
・
常
陸

那
珂
港
の
4
港
で
す
。

3
、

応

募

ω
応
募
資
格

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
個

人
・
グ
ル
ー
プ
・
団
体
等
の
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ω
応
募
上
の
注
意

ア
、
作
品
は
自
作
・
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。
他
の
作
品
の
模
倣

と
思
わ
れ
る
も
の
は
審
資
対
象
と

し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ィ
、
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

ゥ
、
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

作
品
の
版
権
・
著
作
権
・
工
業
所

権
は
茨
城
県
に
帰
属
し
ま
す
。

ェ
、
採
用
作
品
に
つ
い
て
は
専
門
家

L百

に
よ
る
補
作
を
行
、
7
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

ω
応
募
方
法

B
5
判
(
日
叩
×
却
価
)
の
白
紙
に

シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
を
は
っ
き
り
と

お
書
き
下
さ
い
。
(
彩
色
自
由
)
シ

ン
ボ
ル
マ

l
ク
の
上
に
港
名
を
記

入
し
、
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名
(
学

年
明
記
)
・
自
宅
電
話
番
号
を
記

載
し
た
応
募
票
を
貼
っ
て
下
さ
い
。

凶
応
募
の
期
間

昭
和
伺
年
目
月
1
日
1
日
月
日
日

(
当
日
消
印
有
効
)

同
応
募
先

一γ
抑
水
戸
市
三
の
丸
一
ノ
五
ノ
一
ニ
八

茨
城
県
土
木
部
港
湾
課
港
湾
振
興

家

4
、
審
査

主
催
者
が
委
嘱
す
る
審
査
員
に
よ
り

公
正
に
行
い
ま
す
。

5
、
賞
(
各
港
ご
と
)

採
用
知
事
賞

:
i点

賞
状
と
賞
金
五
万
円
副
賞

佳
作
土
木
部
長
賞
:
・
芳
子

賞
状
と
賞
金
一
万
円

6
、

発

表

入
賞
者
に
直
接
通
知
す
る
と
と
も
に

新
開
等
に
公
表

開
会
わ
せ
先

茨
城
県
土
木
部
港
湾
諜
港
湾
振
興
室

一T
m
水
戸
市
三
の
丸
一
ノ
五
ノ
一
二
八

官

制

8
1
1
1
・
内
線
4
2
3
7

茨
城
県
三
浜
港
湾
事
務
所

一T
m
l
U
那
珂
湊
市
本
町
初
ノ
叩

盟

側

6
8
7
1

大
洗
青
年
会
議
所
認
構
誰
伝
達
式
記
念
事
業

グ
地
域
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
H

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
力
ス
シ
ヨ
ン

⑧

臼

詩

日

月

四

日

出

日

時

j
m時
初
分

@

場

所

大

洗

文

化

セ

ン

タ

ー

(

大

会

議

室

)

グ
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
怠
講
演
d

講

師

俵

萌

子

先

生

@

日

時

叩

月

幻

日

同

日

時

却

分

l
M
時

@

場

所

大

洗

文

化

セ

ン

タ

ー

(

大

ホ

l
ル
)

@

入

場

無

料

町
民
の
み
な
き
ん
の
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

昭和60年10月1El 

気
が
る
に
相
談
を
グ

す
べ
て
秘
密
に
扱
っ
て
い
ま
す

法人
務権

(
無
料
)

、

き

十
月
十
八
自
(
金
)

と

午
前
十
時

J
午
後
一
一
一
時

、

と
こ
ろ

大
洗
町
役
場
(
三
階
会
議
室
)

*
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
開
題

*
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
境
界
、
農
地
問
題

*
相
続
や
扶
養
、
結
婚
の
法
律
関
題

*
そ
の
他
・
裁
判
費
用
(
民
事
)
の
接
助
問
題

療

力
施
設
の
見
学
会

(
募
集
)

叩
月
初
日
は
グ
原
子
力
の
巴
d

で
す
。

島
近
巳
あ
る
原
子
力
施
設
を
、
皆
さ
ん
の
自
で
確
か
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

町
で
は
、
一
般
町
民
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
、
来
る
日
月
お
日
(
金
)
に
次
に

よ
り
、
原
子
力
施
設
の
見
学
会
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

原
子
力
に
対
す
る
正
し
い
認
識
と
理

解
を
深
め
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
い三一ロ

時
叩
月
お
日
(
金
)

9
時
か
ら
日
時
ま
で

約
幼
名

O 
B 

O
見
学
施
設

原
研
・
大
洗
研
究
所
・
東
海
研

究
所

動
燃
・
大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー

県
・
原
子
力
セ
ン
タ
ー

O
参
加
費
無
料
(
間
性
一
食
は
用
意
し

ま
す
。
)

大
洗
町
役
場
・
広
報
公

聴
室電
話
側
5
1
1
1
附

(
内
線
)
却
・
悦

O
申
込
先

O
募
集
人
員

Ea

東
灘
鵜
津
地
J

鶴
仲
間
関
轟
轟
鍵

対

象

町

内

の

小

学

生

か

ら

高

校

生

ま

で

訓
練
内
容

基
本
訓
練
(
し
つ
け
・
集
団
行
動
)

海
洋
訓
練
(
手
旗
・
水
泳
・
結
索
・
カ
ッ
タ
ー
・
体
験
航
海
・

救
急
法
)

集
団
活
動
(
合
宿
生
活
マ
ナ
1
・
キ
ャ
ン
プ
・
集
会
〈
話
合
の

進
め
方
〉
・
集
団
ゲ

l
ム
)

社
会
参
加
(
奉
仕
活
動
・
地
域
活
動
)

申

込

期

間

昭

和

ω年
目
月
刊
日

ω
1
1
月
日
日
働

申
込
方
法
大
洗
町
町
大
貫
町
川
番
地
菅
谷
捨
宛
制

6
3
5
4

で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
入
会
す
る
場
合
は
、
入
会
金
(
二
、

0
0
0円
)
会
費
(
月
額
一
、

0
0
0円
)
、
被
服
代
(
七
、

0
0
0円
)
を
申
し
受
け
ま
す
。

大洗文化センタ-10丹分行事予定褒

"" tヨ「内害事催所主義催開名事催開始時間日イ量関

水戸祐二民話会会員による研修会ホール民謡・歌謡研修会9 : 00-10月6日(日)

大洗一中体育文化振興会の文化約事業として

芸術鑑賞の集いを催す

大洗町身体障害者チャ 1)ティーショー

ホール

ホール

リハーサル室

ホーノレ
リハーサル室

し、

民謡ショー

鎌問英一・小野花子・岸千恵子

昭和60年度
文化庁移動芸術祭遊回公演

集。3賞を監宇野+ 

王去13 : 00-

1部 13:00-
2部 18:00-

10月98守防

10月13日(8)

札幌交響楽団公演18: 00-10月15日(刈

地域活性化ンンポジウム大会議室火洗青年会議所会議13: 00-10月19羽田

自動車運転免許所有者で更新のための講習会大会議皇室運転免許証更新時講習会9 : 00-10月258働

認承E正伝達式記念式典
ホーノレステージ使用
ホール・リノ、ーサノレ室
大会議室

大洗青年会議所総会
13: 00-
9 : 00-

10月26日住)
10月27日(臼)

芸術文化祭発表会リハーサルホールステージ使用
大洗町芸術文化祭

音楽の部 1) ハーサル

大洗町芸術文化祭

日本舞踊リハーサル

9 : 00-10月298(:k}

芸術文化祭発表会リハーサルホールステ ジ使用
15 : 00-
18: 00-

10月30日ヤ'J<)
10月318休)

10月318休)
書道展示会大会議集大洗町芸術文化祭書道展示会9 : 00-

11 11 11 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 月/ 

凶/9 (刈/5 ω/ 2 同/31 
/ 
出/26 配付/23 (刈/22 

/ 
(土/)19 備/17 (刈/15 (月/)14 仕/)12 (翁/11 休/)9 (刈/8 U1/ 5 肘/3 (:k) 29 (必22 日

機 機 機 破手百 機 機 ワ経 ワ経 機 機 歳 機 母 機 ワ経 破ジ百 機 機 手し
事

ム目仇E 在住 きE {問ア 日 古E 主旨 クロ ク口 古E 古E
ノ月カ、 書E

ム目机5 クロ 傷アテて7日 能 能

[ii] 回 悶 風咳 [ii] 回 チ生 チ生 回 同 図 子 思 チ生
風咳

回 思
児

) ポ ポ ポ一 業
{重 復 復

種子接F方
f差 復 ンリ ンリ 復 f夏

鍵児
復 中目 復 ンリ

予H方
復 f夏 健

部| 言[1 ま111 司4 部| 投ォ 投ォ 百[1 司1 言11 罰[1 tJl:ォ
接稜
言[1 司4

名
練 事案 練 線 線 与・ 与・ 練 練 長号g:. 練 談 練 与・ 練 練 診

す者る害者F章 す者る答者障 す者る害者障
生 する堅苦苦手する 競苦手

生 主主
す者る害者怒 す者る害者怒

満
す者る答者障

妊

す者る害者障
生 生

す者る苦者罪事手す者る害者障
生生

f主 後 後 骨量 後 後 後後

2月カ4 
者者 者者 3 3 歳 及 3 

2月カ4 
6 2 
対

で (で で で で カ カ で で六 でび で カ で

機能で回

カカ

機能回
専機能 機能 機能 機能

月 月
機EE 機吉E 

カ

機能回
母
機能図
月

機HE 
月月

月 性 1 1 
療法Fう司 回 生 回 悶 18 18 図 間誕 18 生 図 7 3 

復司[1 復習[1 
後
復罰[1 復訓

カ カ
復訓
復練司[1 
生
復司[1

f夏 カ 後
復訓 復司[1

カカ
象

士f言練夏111 4月カ8 月 月 日 司1 月 4月カ8 月月

練必を 戸来斤を
線

練必を
練 グコ (1) 練

必練を
練 σ7 練 練 (1)(1) 

を 米 を 者 者 を を達 を者 未 必を
を 者者 名)必 必 j荷 必 必 必 し 必 満 必

要 要 要 者σ〉 要 要 要 要 た 要 望星
者(1) 
要 要

と と と と と と と 者 と と と と

9 1 9 1 9 9 l 1 9 9 1 9 9 9 l 1 9 9 1 Jム2ι• 
11待 3 s寺 11時 2時 11持 11時 2時 2時 11待 11待 2待 11時 1H寺 11時 2時 2時 11時 11担寺 2 野寺
待。。 時00時00持 15待。。 時00時 15時 15時00時00時 15時00待。。 時00時 15時 15待。。 時00時 15 {時寸

30分 00分 30分 15分 30分 30分 15分 15分 30分 30分 15分 30分 30分 30分 15分 15分 30分 30分 15分 間
分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分
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申込受イ寸中，
〆切 10月20日
発行茨城県統計協会

昭和前年販

@大きさ 7 x12叩
(ポケット版・鉛筆つき〉

ねだん 320丹
@大きさ 8 x14冊
(大重出版)

ねだん 440F号

(詰切れの場合もあります。お早め!こ)

申込み締切:目白利60年10月初日

申込み先:大洗町役場企闘~で受け{寸けます。

ぎたは、 7J戸市三の丸1-5-38 'z更域緊lI画部統計課内
r茨城察統計協会Jこ窃し込みください。
CTEL 0292(21) 5505) 

毎年皆さまに親しまれ、御愛問いただ

いております県民手帳ねだんが安くて資

料ガ護憲なのが好評です。

そのうえ、ポケット版ですから、手授

に利関できま写己どうぞ御利用くたささい。


